
福祉情報を発信します 

社会福祉法人 清水あすなろ福祉会 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

みんなで保育園にお泊りしたよ！！   

～５歳児合宿保育～ 
風の子の開園２年目から始まった合宿保育も４６回目になります。合宿保育

を通して、生活面の自立(自分のことは自分でしよう)、精神面での自律(仲間と一緒に楽しむ心)、社会性の自立(集

団生活での行動)を目的とし、あそびを中心とした取り組みを行っています。 

川遊びでは、市の指導員さんから水辺の生き物の捕まえ方や種類など教えてもらいました。夕食は畑で作った玉

ねぎ、ジャガイモを使って、みんなで作ったカレーライス。夜のお楽しみは宝探し。暗闇の中をドキドキしながら、

宝を見つけたよ。みんな朝までぐっすり眠っていました。翌朝、「もう一回、合宿やりたい～！」と子どもたち。

家族と離れて過ごした合宿は、子どもたちにとって大きな達成感と自信に満ち溢れていました。 

保護者から…ママとパパと離れて初めてのお泊りだったので心配でしたが、お迎えの時の顔を見て「大丈夫だっ

たんだ」とすぐにわかりました。いつもと顔つきが全然違ったので、びっくりしました。 

 

 

 

 

 

 
 

猛暑に向けて…暑さ対策にオーニングを設置 

２歳児室前の「あそびま」に暑さ対策として、オーニン

グを設置しました。「オーニング」とは、「日よけ」「雨覆い」

を意味します。オーニングで「日陰」をつくることで、屋内

では室内に差し込む直射日光と太陽の光から伝わる熱(射

熱)を、屋外では直射日光と地面からの放射熱を減らすこと

ができ、暑さ対策に有効です。 

オーニングを設置したことで、２歳児室が日中カーテン

を閉めずに保育ができ、足洗いの時にデッキに水をかけた

り、人工芝を敷かなくても、そのまま足洗ができるようにな

りました。オーニングの下で水遊びやプールも楽しんでい

きたいと思います。 
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風の子保育園・あすなろの家・ともの家 

塩田川での川遊び 夕食はカレーライス 夜のお楽しみ宝探し 



自立支援介護の実際～事例の紹介から～ 

あすなろの家を利用しているご家族から、「息子(５９歳)が脳出血で入院、転院したが面会 

に行くたびに状態が悪くなっている。食べることも話すこともできなくなり、ベッド上での生 

活が続き、痩せて 褥
じょく

瘡
そう

もできてしまった。どうしたらいいか。」と相談を受けました。あすなろの家は「地域を 

元気にし、誰もが笑顔で暮らし続けられる地域を作りたい。そのためにあすなろの家の介護の力を活かしていき 

たい」という思いで活動しています。相談を受け、すぐに職員間で情報を共有し、何ができるかを話し合いまし 

た。「あすなろで行っている自立支援介護を提供すれば元気になってもらうことができる！あすなろの家で元気 

になってもらおう！」という思いで一致、ご家族へ提案し、ショートステイで受け入れることになりました。 

利用開始後は、１日 1,500mL 以上の水分摂取、ベッドではなく起きて過ごす生活、常食への取り組みを開始、 

薬も極力減らすことにしました。最初に口にしたのは、大好きなスイカとカレーライスでした。ご家族に見守ら 

れながら食べることができた瞬間は、ご家族だけでなく職員も一緒に喜びました。その後は好きなものを食べら 

れるようになり、握り寿司も楽しめるまでに回復しました。さらに発語も増 

え、職員の問いかけにも応えられるようになりました。利用開始から１か月 

後には自宅へ帰ることができ、２か月後には歩行訓練を開始しました。当初 

は２人介助で 20m だった歩行も、やがて車いすを卒業し、歩行器で歩けるよ 

うになりました。現在では食事もご自分で食べ、自分の足で歩き、尿意も戻 

り、月に１回は自宅へ帰ってご家族との時間を楽しんでいます。 

ご家族からは、「飲むこと、食べることができるようになり、今では一人 

で歩けるまでになりました。褥瘡も完治し、胃ろうも外すことができまし 

た。面会でおやつを持っていくと『ありがとう』と言ってくれます。本当に 

感謝しています。」という言葉をいただきました。 

あすなろの家が大切にしている「本物のケア」とは… 

あすなろの家が大切にしている４つの柱のひとつである「本物のケア」は、利用者一人ひとりの可能性を信じ、

その人らしい生活を取り戻す。その実践として、根拠あるケアが提供できる自立支援介護を１０年前から学び続

け、ケアに取り入れています。自立支援介護とは「人間の尊厳を実践するケア」「できなくなってしまったことを

できるようにするためのケア」であり、「水分・常食・歩行・自然排便」の４つを基本に、人としてのあたりまえ、

自立した生活を目指します。紹介した事例は、本物のケアを実践したことで利用者が元気を取り戻し、自立へ近づ

いた事例です。そして、その積み重ねが利用者やご家族との信頼を生み本物のつながりを実践できているのかもし

れません。また、この支援は職員だけで実現したものではありません。ご家族が同じ思いを持って支え合うことで

実現したものです。ご家族にも笑顔が戻り、自宅で過ごす時間を再び持てるようにな

ったことは、地域でその人らしく暮らし続けられるよう支える「本物のつながり」に

つながっています。 

そして、これらを実現できたのは、職員一人ひとりが同じ理念を共有し、経験を積

み重ねた自分たちのケアに対する自信、そして「利用者も家族も笑顔にしたい」その

先に「元気な地域を作りたい」という思いを持ってあきらめないで行動したからでは

ないでしょうか。 

これからも、あすなろの高齢者ケア、地域作りという使命を感じながら、日々楽

しく元気よく挑戦する気持ちを忘れず努力していきたいです。 

久遠チョコを特養利用者にごちそう 

 
ウオークラリー 



地域の皆さまに愛される店に 
パンと焼き菓子の店tomo  

 

ともの家のパン作り、パン販売の歴史は、開所当時の母たちのがんばりか

ら始まっています。補助金も全くない中で、春日町の古い民家を借りてのスタ

ート。家賃を工面するために、パンを焼いて、清水区内の保育園などを回り、

販売していました。 

母たちの手を離れ、職員と仲間がパン作りの主体になってから、３０年が経

とうとしています。「障害者が作ったんだって１回買ってみようか」ではなく

、「ともの家の商品おいしいよね」と言って購入してもらいたい、そんな強い思いで続けてきました。 

１０年前には、施設併設のお店を移転し、「パンと焼き菓子のお店 tomo」を新規ＯＰＥＮ。地域のみなさまに

気軽に立ち寄っていただきホッとひと息ついてもらえる店をコンセプトに、体と心にやさしい材料を使った素朴

な商品がお店いっぱいに並んでいます。 

「てづくり」が自慢！…仲間たちはやり遂げた満足感を味わいながら成長 

近年、冷凍生地を利用しているパン屋さんも多くみられますが、パンの醍醐味は、発酵したパン生地のふわふわ

感とバターと小麦の香りです。仲間たちの五感に触れて欲しいという願いがありますので、毎日早朝から職員が生

地を捏ねています。他の商品もしかり、全身の機能を使った「てづくり」が自慢です。 

仲間たちは見た目では想像できない生きにくさ（障害）を持っていますが、仕事を通して、自分の役割りと助け

合う力、見通しや、やり遂げた満足感などを味わいながら、成長しています。給料日の笑顔は何にも替えることが

できません。私たち支援者にとっても大切なご褒美の日です。 

販売はお店が中心ですが、清水区役所の Shop はなみずきや、ＫＯマートなどにも置いてあります。ご贈答品と

して、箱詰めもご用意できますので、ぜひ一度お買い求めください。 

 

 

 
 
脳トレクイズ…ともの家の仲間が問題を作ってくれました。みんなで脳トレしましょう！ 

今回は相撲クイズです。答えは４ページにあります。 

  
問題① ２０２６年の大相撲春場所で優勝したのはどの力士でしょうか？ 

ア．霧島   イ、若隆景   ウ、若元春 

問題② 立行司である、第３９代木村庄之助。その所属部屋は？ 

ア.追手風部屋   イ、九重部屋   ウ、春日野部屋 

令和8年度脳トレ活動メンバー 



外国人人材の受け入れに思う 

理事長 杉井則夫  

あすなろの家では、今年秋から３人の技能実習生がスリランカから来て働き始めます。人件費を削減するた

めではありません。逆に費用は高くつきます、人手が足りないのです。 

「特定技能実習生制度」というものがあります。１６種類の業種に限って、実習生という名目で外国人労働者

を雇用できる制度です。１６業種といっても、内容は介護、食品製造、工業製品製造、建設、宿泊、農林水産な

ど日本のほとんどの基幹産業を含んでいます。つまるところ、研修生とか実習生とか名目をつけていますが、実

態は国内の労働者不足を外国人人材に頼っているにすぎません。 

日本は今、人口減少のなかで人手不足、担い手不足に悩まされていますが、それを補っているのが外国人で

す。令和７年６月現在で、在留外国人は 395 万人に上ります。その中には、４３万人の留学生が含まれますが、

一方技能・特定技能併せて７８万人以上の研修生が滞在し、９３万人の外国籍の人が永住権を持って日本に住

んでいます。 

国内で働く外国人であっても日本人と同じように所得税、住民税を払い社会保険料も負担しています。にも

拘わらず、日本人ファーストを叫び、外国人が優遇されているかの如くデマを叫ぶ人

たちが存在するのは大変残念に感じます。その原因の一つには、外国人の長期滞在を

基本的に悪とみなすような入国審査基準や滞在許可制度、永住許可制度などが影響し

ているのかなとも感じます。住み慣れた母国を離れ、遠い日本にきて人手不足を補っ

てくれている外国人労働者にもっと感謝の気持ちを持てないものでしょうか。 

 

 

 

 

 

◇法人だよりへの感想をありがとうございました◇ 

法人だよりについて４３号で皆様からご感想をいただきました。寄せていた数は少なかったで

すが、ほとんどの皆さんが法人だよりを読んでくださっていることがわかりました。その理由と

しては、三施設の考え方や様子がよくわかる、法人の活動・福祉の情勢がわかるなどがあがって

いました。要望としては、今後も紙面印刷で発行してほしい、利用者の声や読者にできることを

伝えてほしい、カラー印刷にしてほしいなどがありました。皆様から頂いたご意見を生かしてよ

り充実した紙面になるよう工夫していきたいと思います。法人だよりへのご意見は今後も寄せて

いただければありがたいです。よろしくお願いいたします。 

法人評議員会開催される 
 ６月２７日(土)、法人評議員会が行われ、2025 年度の活動

総括、決算について承認をいただきました。協議の中では、

各施設の運営等について委員の方々から貴重なご意見をい

ただくことができました。  

任期途中ではありますが、長く監事をお勤めいただいた

佐塚明氏が退任され、大木守氏が新監事に選任されました。 

評議員会は、理事の選任など重要事項を決定し、社会福祉

法人が適切に運営されるようチェック役を果たすという役

割が法的に定められています。また、地域の福祉ニーズや利

用者の声を社会福祉法人の運営に反映させる役割を持って

います。 

３ページの脳トレクイズの答え ①…ア ②…イ 

新規採用職員研修会 
 今年も７月４日(土)に、新しくあすなろ福祉会の

職員になった方々を対象に法人の研修会が開催さ

れ、９名の参加がありました。社会福祉法人とは

何か、法人・各施設の生い立ち、法人の理念、各

施設の事業についての講話がありました。皆さん

のそれぞれの職場での活躍を期待しています。 


